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 創業以来65年以上はちみつやローヤルゼリーなどのミツバチ産品を扱う、株式会社 山田養蜂場（本社：

岡山県苫田郡鏡野町 代表・山田英生）は、カンボジアの教育支援のため、「認定NPO法人 JHP・学校を

つくる会※１（以下JHP）」と協力して、バッタンバン州にあるサーコー小学校に新たな校舎「山田養蜂場ミ

ツバチ第七小学校」を建設・寄贈し、2015年7月8日（水）に寄贈式を行いました。 
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山田養蜂場のカンボジア教育支援活動 

７校目となる「ミツバチ第七小学校」を建設・寄贈 
7月8日に寄贈式を実施 

新しい校舎をバックに笑顔の子供たちとJHPスタッフ・弊社社員 

※写真がご入用の際は、お気軽にご連絡ください。 

 400年以上も前から日本と交流のあるカンボジアには、貧困や多くの地雷が残るなど、長い間の内戦の

影響が今も色濃く残っています。山田養蜂場では、荒廃した国家を立て直していくには、人の教育が何よ

り大切だと考え、JHPと共にカンボジアの教育支援活動を行っています。校舎の寄贈は今回で7校目となり

ます（4・5校目は中学校を寄贈）。 

【2014年度支援内容】 
①学校建設事業…校舎1棟4室を建設。机・椅子等の備品、生徒・先生へ贈呈品を寄贈など。 
②教育支援事業…マーチングバンドプロジェクト支援、絵画教材支援など。 
③ボランティア派遣事業…JHPのボランティアメンバーの派遣支援。 

寄贈式の様子 

プレゼントを手に喜ぶサーコー小学校の子どもたち 

◇本件に関するお問い合わせ◇  
株式会社 山田養蜂場 文化広報室 関（ts0975@yamada-bee.com）・廣野（sh0203@yamada-bee.com） 
〒708-0393 岡山県苫田郡鏡野町市場194  TEL：0868-54-1906（月～金 9:00～17:30、土日祝除く）  
FAX：0868-54-3346  ホームページ http://www.3838.com 



JHP代表 小山内美江子（おさない・みえこ）氏プロフィール 
1930年横浜生まれ。神奈川県鶴見高等女学校卒。1951年東京スクリプター協会会員として映
画制作に参加。1962年NHKテレビ指定席「残りの幸福」でシナリオライターとしてデビュー。 
 1990年の母親の死と中東の湾岸危機を契機に、国境を越えたボランティア活動という新たな
一歩を踏み出す。執筆の傍ら、「JHP・学校をつくる会」代表を務める。2003年には文化庁より文
化交流使を任命される。日本シナリオ作家協会会員。NHK厚生文化事業団理事。国際ボラン
ティア・カレッジ塾長。東京未来大学客員教授。 

※１ＪＨＰ・学校をつくる会 

シナリオライターの小山内美江子氏がイラク戦争をきっかけに経験した海外ボランティアを通
じて、カンボジアへの学校建設の重要性を実感し、1993年に結成したボランティア組織。学校

建設のみならず、現地での美術や音楽などの情操教育にも注力。また、カンボジア以外の
国々でも様々なボランティア活動を展開している。2004年には「認定ＮＰＯ法人」として認可が
出る組織にまで充実。寄贈した学校は320棟を超える。（ＨＰ http://www.jhp.or.jp） 2/2 

【2014年度寄贈校詳細】 

寄贈年度 学校名 所在地 

2008年度 トゥールプルム小学校 バッタンバン県モンルッセイ郡コッコー集合村トゥールプルム1村落 

2009年度 スラチーニエン小学校 バッタンバン県モンルッセイ郡ルッセイクレイン集合村スラチーニエン村 

2010年度 トゥールロケアン小学校 プルサット県トゥールロケアン村 

2011年度 スラッブレイン中学校 コンポンスプー県スラッブレイン村 

2012年度 ポートム中学校 スワイリエン州ポートム村 

2013年度 ロールォ小学校 バッタンバン州モンルッセイ郡モンルッセイコミューンロールォ村 

2014年度 サーコー小学校 バッタンバン州モンルッセイ郡ターロッコミューン サーコー村 

学校名 山田養蜂場ミツバチ第七小学校 

寄贈場所 バッタンバン州モンルッセイ郡  
ターロッコミューン サーコー村 

学校概要 生徒数209名、クラス数9、教員数12名、2部制。 
2村から通学。 

寄贈内容 校舎1棟4教室、備品（黒板、机、椅子、時計など）、 
生徒・先生への贈呈品（ノート、鉛筆など） 

【寄贈式の内容】 

 7月8日（水）に行われた寄贈式には、現地生徒、教員、村民、ヒュン・

シネー教育省次官をはじめとする来賓、JHPプノンペン事務所所長木村

晋也（きむら しんや）氏、当社からは監査室室長 菅谷 久夫（かんたに 

ひさお）をはじめ、社員32名が出席しました。 

 寄贈式では菅谷が「新校舎が完成し、これからは天気に関わらず1年

生から6年生まで、そして分校に通っていた皆さんも一緒に学べるように

なります。皆さんが仲良く、楽しく、安全に勉強してくれることを、そして、

この小学校から巣立った皆さんが、平和で幸せな国を作っていく若い力

となってくれることを心から祈っています。」とお祝いの言葉を述べました。 

 学校名は「山田養蜂場ミツバチ第七小学校」 

 学校名には、これまでに支援した学校と同じく、カンボジアの子供たちに、ミツバチのように皆が仲良く、勤

勉に学んでほしい、という想いをこめています。 

 サーコー小学校はもともと1993年に創立されましたが、床は土のままで、壁もほとんどない状態だったため、

雨天は授業を行うことができませんでした。また、これまで6年生は7キロ離れた学校へ進級していた不完全

校だったため、生徒全員が授業を受けられるように新たな校舎の建設が待ち望まれていました。 

バッタンバン州 サーコー村 

喜びのスピーチをする子どもたち 
センシン君（右） 

ライサルウンさん（中） 
スンティリアさん（左） 

【山田養蜂場のこれまでの支援内容】 

寄贈式でスピーチする弊社 菅谷久夫 

小山内美江子氏 


